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巻 頭 言
～定年退職教員を送る～
教養教育部会部長
小川 桂一郎
教養教育部会では今年度末に、久富健、小西和信、小山一行の三人の先生が定年を迎えら
れます。どの先生ともわずか 2 年足らずのお付き合いですが、編集部からの依頼ですので、
僭越ながら送別の辞を述べることにいたします。
久富先生は、本学が武蔵野女子大学であった 1990 年に助教授に着任され、以来 29 年の
長きにわたって、フランス語、哲学、比較文学の講義を担当されてきました。専任教員にな
られる前の 1983 年から非常勤講師を務められていたので、合わせると本学で教壇に立たれ
た期間は 37 年に及びます。久富先生は、専任教員になられてからは、学生部長、教務部長、
教養教育部会部長を歴任され、とりわけ、教養教育の体制の確立に尽力されました。現在、
本学では全学科の学生が最初の 1 年間を武蔵野キャンパスで過ごし、武蔵野 BASIS とよば
れる全学共通の教養教育プログラムを履修することになっていますが、その体制は久富先生
が中心になって構築されたと伺っております。そのなかでも、全 1 年生が全学科（薬学部
を除く）混成の 45 人規模のクラスに分かれ、人文・社会・自然科学にまたがる広い分野を
学ぶ「基礎セルフディベロップメント」は、本学の教養教育の看板授業となっています。
小西先生は、2007 年に教授として本学に着任され、司書・司書教諭課程の授業を担当さ
れるとともに、2008 年からは図書館長も務められ、本学図書館の充実に尽力されました。
つねに利用者の視点から、少しでも図書館が使いやすくなるように心を砕いてこられたと
伺っています。小西先生は、大学ご卒業以来一貫して図書館業務に従事され、前任の国立情
報学研究所では、学術雑誌の電子化事業を統括されたとのこと。当時は、海外で電子ジャー
ナルが始まったばかりで、私も日本化学会学術誌の電子ジャーナル化に取り組んでいまし
た。このため、最近お話を伺って、共通の知人があるばかりか、小西先生とは同じ会合に出
席していたことも分かり、先生との距離が一気に縮まりました。
小山先生は、2013 年に特任教授として本学に着任され、学部および大学院で仏教学の授
業を担当されてきました。先生と本学との関わりは長く、1973 年から 79 年まで武蔵野女
子学院（中・高）の非常勤講師を務められるとともに、その間に武蔵野女子大学仏教文化研
究所において研究員として学祖高楠順次郎に関する共同研究に参画され、多大な貢献を果た
されました。小山先生は浄土真宗本願寺派香覚寺の住職でいらっしゃるとともに、前任校の
筑紫女学園大学では、学長もお務めでした。小山先生とは、時折キャンパス内で出会ってご
挨拶をするたびに、先生の醸し出す高貴な雰囲気に身の引き締まる思いがしておりました。
先日、大学礼拝での講話「ひかりといのち─雪頂忌に寄せて─」を拝聴して、すべてを包み
込むような穏やかな語りに深い感銘を受けました。
あらためて、三人の先生のこれまでのご貢献に厚く御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
